
山 口 ・島 根 県 沖 にお け る シ イ ラ ・トビ ウオ類 の

来遊の特徴(抄 録)

安 達 二 朗

山口 ・島根各統計情報事務所 の農林水 産統計 によれば,1958年 か ら1980年 の23か 年 の山口 ・

島根両県 あわせてのシイラと トビウオ類の年 平均漁獲量 は,そ れぞれ2β00ト ン と2,000ト ンであ

る。 シイラおよび トビウオ類は夏季の短期間に漁獲 され るもの なので,夏 季の魚類総漁獲量 に占め

る割合 は,き わめて高 く両県の沿岸漁業に対 す る比重 は大 きい ものが ある。

1982年 の夏季 山口 ・島根両県下の トビウオ ・シィラ漁は きわめて不振に経過 した。著 者 らは,

この原因をさぐるための一っの手段 と して過 去の漁獲記録 を解析 してみた。 ここで得 られた結果の一

部である山陰沖におけ るシイラとトビウオ類 の来遊の特 徴および水温 とメシイ ラ・トビウオの漁獲量

との関係 につ いて報告す る。

要 約

1)対 馬 暖流域におけるシイラ漁獲量は年平均69,0∞ トンで変動傾向はほぼ横 ばい状態にある.ト

ビウオ類漁獲量は年平均約8,800ト ンで,1962～1973年 の 多獲時代,1961年 以 前,1974年 以 後

の少獲時代 に分 けることがで きる。

2)山 口 ・島根県で はシイラ漁獲 量は,1968年 を境 として減少傾向にあ る。トビウオ類魚獲量は

1971年 頃 までは増加頃向,そ れ以後は減少傾向にある。

3)シ イラ漁獲量の各県間 における相関性 は,山 陰(福 岡 ・山口 ・島根 ・鳥取 ."兵 庫)の 各県 が九

州および若狭湾以北 の県 と無相関 である。 これはシィラの回遊特性によると考 えられ る。

4)ト ビウオ類漁獲量 の各県間における相関性は,鹿 児島県～青森県まで互いに隣接する県 間で

の相関がある場合が多い。 これは トビウオ類 の回遊特性 によ ると考 え られ る。

5)山 陰沖漁場での高温年,砥 温 年によ るシイラおよ び トビウオ類の漁獲量に差 は認められない。

6)山 口 ・島根県 において,低 温年 には トビウオ類漁獲量 とシそ ラ漁獲量 との間に正の相関関係

が認め られ る。 この関係は漁況予測に有効であろ う。
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